
あったか
手話教室

あげお お土産・観光センター

➡

暮
ら
し

令
和
4
年
度

学
用
品
費
・

給
食
費
な
ど
の
援
助

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
に
、
子
ど
も
の
学
用
品
費
の

一
部
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
て

い
ま
す（
所
得
審
査
あ
り
）。
年
度

途
中
で
転
入
し
た
人
や
、
世
帯
状

況
が
変
わ
り
援
助
が
必
要
に
な
っ

た
人
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学

前
支
給
を
受
け
た
人
も
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。
【
必
要
書
類
】保

護
者
名
義
の
振
込
口
座
が
分
か
る

物
、
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し（
賃

貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
場
合
）、

令
和
3
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
控
え（
1
月
2
日
以
降
に
上

尾
市
に
転
入
し
た
保
護
者
）な
ど

�
①
市
内
小
・
中
学
校
在
籍
者

（
予
定
者
）の
保
護
者
／
申
請
書

（
各
市
立
小
・
中
学
校
、
学
務
課

に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え

て
直
接
、
通
学
し
て
い
る（
入
学

す
る
）小
・
中
学
校
ま
た
は
学
務

課
へ

②
国
・
県
立
小
・
中
学
校

在
籍
者（
予
定
者
）の
保
護
者
／
申

請
書（
学
務
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
直
接
、
学
務
課

へ

�
学
務
課
�
775
―

9
6
0
4
・

�
775
―

5
6
3
3

学
童
保
育
所
入
所
希
望
者
の

申
請
受
け
付
け

4
月
か
ら
学
童
保
育
所
へ
の
入

所
を
希
望
す
る
人
で
、
市
内
へ
の

転
入
な
ど
に
よ
り
、
入
所
申
請
が

で
き
て
い
な
い
人
を
対
象
に
入
所

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
入
所
希

望
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ
お
学
童

ク
ラ
ブ
の
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ

お
学
童
ク
ラ
ブ
の
会
�
771
―

6
9

4
5
・
�
777
―

5
7
9
0

遺
言
・
相
続

無
料
電
話
相
談
会

�
2
月
26
日
㈯
10
〜
16
時

�
司

法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
会

（
相
続
を
原
因
と
す
る
不
動
産
の

名
義
の
書
き
換
え
、
相
続
人
の
所

在
の
分
か
ら
な
い
場
合
の
遺
産
分

割
、
相
続
放
棄
の
手
続
き
、
遺
言

書
の
作
成
方
法
な
ど
）
【
相
談
方

法
】電
話
相
談
�
872
―

8
0
5
5

※
当
日
だ
け
通
話
で
き
ま
す
。

�
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
�

863
―

7
8
6
1

グリーンの寄せ植えや花の販売
～日頃の感謝を込めて
歓送迎会、送別会、イベント

などにもご利用ください～

「あげおまるっとグルメ」の延期
※画像はイメージです。

2月1日㈫～28日㈪に開催を予定していた「あげおまるっとグルメ」
は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため延期します。今後の開
催については、市観光協会ホームページをご覧ください。

障害福祉課 �775―5315・�776―8872障害福祉課 �775―5315・�776―8872
日常生活で使える手話を一緒に学びませんか。
市ホームページでは手話動画を公開中です。
今月は｢インフルエンザ｣を紹介します。

協力 上尾市聴覚障害者協会

2・3月限定企画

右手の小指を立てて口元に当て、
せき込むように軽く2回前へ出す

インフルエンザインフルエンザ

�2月1日㈫～
�①グリーンの寄せ
植え／1，000円
②花束／3，850円～
※事前予約制です。

あげお観光情報
市観光協会 �775―5917・�775―5024

市観光協会
ホームページ

ツイッター・インスタ
グラムも更新中！
＃上尾市観光協会

あげお お土産・観光センター
�宮本町3―2 A―GEOタウン2階
�780―2266
営業時間10：30～18：30（㈪定休）
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国
民
年
金
保
険
料
は

お
得
な
口
座
振
替
を

①
口
座
振
替
の
前
納

1
年
度
分

の
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
の
割

引
額
は
、
現
金
払
い
で
は
3
、5

4
0
円
で
す
が
、
口
座
振
替
で
は

4
、1
8
0
円
に
な
り
ま
す（
令
和

3
年
度
額
）。
6
カ
月
分
の
前
納

も
口
座
振
替
が
お
得
で
す
。ま
た
、

2
年
度
分
を
前
納
す
る
と
、
1
万

5
千
円
程
度
の
割
引
に
な
り
ま

す
。
※
下
期
6
カ
月（
10
〜
3

月
）分
を
除
く
口
座
振
替
の
前
納

は
2
月
28
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

②
口
座
振
替
の
当
月
｢早
割
｣
月

々
の
納
付
も
口
座
振
替
の
｢早
割
｣

が
お
得
で
す
。
口
座
振
替
に
よ
る

毎
月
納
付
の
場
合
、
通
常
の
振
替

日
は
翌
月
末
日
で
す
が
、｢早
割
」

に
変
更
す
る
と
、当
月
保
険
料
の

当
月
末
日
振
り
替
え
と
な
り
、
保

険
料
が
月
額
50
円
引
き（
令
和
3

年
度
額
）に
な
り
ま
す
。

●
①
②
共
通

�
本
人
確
認
が
で

き
る
物（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
）、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付

書
、
預（
貯
）金
通
帳
、
通
帳
届
出

印
を
用
意
し
て
直
接
、
金
融
機
関

ま
た
は
大
宮
年
金
事
務
所（
さ
い

た
ま
市
北
区
宮
原
町
4
―

19
―

9
）

へ

�
保
険
年
金
課
�
775
―

5
1

3
7
・
�
775
―

9
8
2
7
、
大
宮

年
金
事
務
所
�
652
―

3
3
9
9

市
登
録
手
話
通
訳
者

認
定
試
験

�
3
月
6
日
㈰
9
時
〜

�
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
平
塚
724
）
�
筆

記
試
験
、
手
話
読
み
取
り
、
手
話

表
現
、
面
接

�
市
内
に
在
住
・

在
勤
の
20
歳
以
上
で
、
聴
覚
障
害

者
福
祉
に
理
解
が
あ
り
、
次
の
①

②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
を
受

講
ま
た
は
お
お
む
ね
同
等
の
技
術

が
あ
る

②
手
話
通
訳
活
動
の
経

験
が
2
年
以
上
あ
る

�
申
請
書

（
障
害
福
祉
課
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
あ
る
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
2
月
10
日
㈭
ま
で（
必
着
）

に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
障
害
福
祉

課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

�
障
害
福
祉
課
�
775
―

5

3
1
5
・
�
776
―

8
8
7
2

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

適
切
な
維
持
管
理
を

住
宅
用
火
災
警
報
器（
住
警
器
）

は
、
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら

10
年
以
上
経
過
し
て
い
ま
す
。
住

警
器
は
古
く
な
る
と
、
電
子
部
品

の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災

を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
10
年
を
目
安
に
本
体
を
交

換
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
火
災
発
生
時
に
住
警
器
が
正

常
に
機
能
す
る
よ
う
、
定
期
的
に

作
動
確
認
を
す
る
な
ど
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
住
警
器
が
効
果
を
発
揮
し
た
事

例

コ
ン
ロ
に
油
を
引
い
た
鍋
を

か
け
た
ま
ま
、
一
時
的
に
そ
の
場

を
離
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
設
置
し

※『広報あげお』掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進などを行っているもので
はなく、内容について市が責任を負うものではありません。

◇国民健康保険税 ……………………第8期
◇介 護 保 険 料 ……………………第8期
◇後期高齢者医療保険料 ……………第8期

便利で確実な口座振替をご利用ください。

納税課 �775―5135

次回の税などの納付期限
2月28日㈪

広告広告

広告

て
い
た
住
警
器
が
鳴
動
し
た
。
家

人
が
鍋
か
ら
の
炎
に
気
付
き
、
タ

オ
ル
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
し
て
消
火

し
た（
令
和
3
年
9
月
）。

な
お
、
過
去
の
事
例
で
は
居
住

者
だ
け
で
な
く
、
隣
人
や
通
行
人

が
警
報
音
に
気
付
き
、
火
災
に
至

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
事
例
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

予
防
課
�
775
―

1
3
1
4
・
�
775
―

2
2
3
0

生
ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
を

生
ご
み
の
約
80
㌫
は
水
分
で

す
。
生
ご
み
の
水
気
を
切
る
こ
と

で
、
減
量
だ
け
で
な
く
、
臭
い
防

止
、
Ｃ
О
2
削
減
の
効
果
も
得
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
燃
え
に
く
い
水

分
が
減
る
こ
と
で
、
西
貝
塚
環
境

セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
へ
の
負
担
も

軽
減
で
き
ま
す
。

●
生
ご
み
の
水
切
り
の
ポ
イ
ン
ト

野
菜
の
皮
な
ど
、
水
分
の
少
な
い

ご
み
は
水
に
濡
ら
さ
な
い
／
茶
殻

や
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
な
ど
、
水
気
の

多
い
も
の
は
乾
燥
さ
せ
る
／
ご
み

を
出
す
前
に
よ
く
絞
る

�
環
境

政
策
課
�
775
―

6
9
2
5
・
�
775
―

9
8
7
2
、
西
貝
塚
環
境
セ
ン

タ
ー
�
781
―

9
1
4
1
・
�
781
―

9

1
6
6

不
審
メ
ー
ル
に
ご
注
意
を

2
月
1
日
〜
3
月
18
日
は
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間

架
空
請
求
は
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー

ル
で
｢未
払
い
が
あ
る
」
｢こ
の
ま

ま
で
は
訴
訟
に
な
る
｣な
ど
と
不

安
を
あ
お
り
、手
続
き
を
急
が
せ
、

電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
で
、
サ

イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
促
し
た

り
、
問
い
合
わ
せ
先
と
し
て
示
し

た
番
号
に
電
話
を
す
る
よ
う
に
誘

導
し
た
り
し
ま
す
。
応
じ
て
し
ま

う
と
個
人
情
報
が
流
出
し
、
架
空

請
求
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

不
審
な
メ
ー
ル
の
誘
い
に
乗
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
�

上
尾
警
察
署
�
・
�
773
―

0
1
1

0

こ
ど
も
医
療
費
の
登
録
を

子
ど
も
が
医
療
機
関
を
受
診
し

た
と
き
に
支
払
う
医
療
費
を
助
成

し
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
た
め
に

は
登
録
が
必
要
で
す
。
�
市
内
に

在
住
で
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
中
学
校
修
了
前（
15
歳
に
達

す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日

ま
で
）の
子
ど
も

※
他
制
度（
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
、
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
な
ど
）で
医
療

費
助
成
を
受
け
て
い
る
人
の
登
録

は
不
要
で
す
。
【
助
成
額
】保
険

診
療
費
ま
た
は
保
険
調
剤
費
の
自

己
負
担
分（
高
額
療
養
費
と
付
加

給
付
金
を
除
く
）
【
必
要
書
類
】

子
ど
も
の
健
康
保
険
証
、
保
護
者

（
生
計
中
心
者
）名
義
の
普
通
預

（
貯
）金
口
座
の
分
か
る
物
、
被
保

険
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る

物
、
被
保
険
者
の
本
人
確
認
が
で

き
る
物

�
必
要
書
類
を
用
意
し

て
直
接
、
子
ど
も
支
援
課
ま
た
は

各
支
所
・
出
張
所
へ

�
子
ど
も

支
援
課
�
775
―

5
1
2
0
・
�
774

―

5
3
4
2

広告広告
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て
い
た
住
警
器
が
鳴
動
し
た
。
家

人
が
鍋
か
ら
の
炎
に
気
付
き
、
タ

オ
ル
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
し
て
消
火

し
た（
令
和
3
年
9
月
）。

な
お
、
過
去
の
事
例
で
は
居
住

者
だ
け
で
な
く
、
隣
人
や
通
行
人

が
警
報
音
に
気
付
き
、
火
災
に
至

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
事
例
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

予
防
課
�
775
―

1
3
1
4
・
�
775
―

2
2
3
0

生
ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
を

生
ご
み
の
約
80
㌫
は
水
分
で

す
。
生
ご
み
の
水
気
を
切
る
こ
と

で
、
減
量
だ
け
で
な
く
、
臭
い
防

止
、
Ｃ
О
2
削
減
の
効
果
も
得
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
燃
え
に
く
い
水

分
が
減
る
こ
と
で
、
西
貝
塚
環
境

セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
へ
の
負
担
も

軽
減
で
き
ま
す
。

●
生
ご
み
の
水
切
り
の
ポ
イ
ン
ト

野
菜
の
皮
な
ど
、
水
分
の
少
な
い

ご
み
は
水
に
濡
ら
さ
な
い
／
茶
殻

や
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
な
ど
、
水
気
の

多
い
も
の
は
乾
燥
さ
せ
る
／
ご
み

を
出
す
前
に
よ
く
絞
る

�
環
境

政
策
課
�
775
―

6
9
2
5
・
�
775
―

9
8
7
2
、
西
貝
塚
環
境
セ
ン

タ
ー
�
781
―

9
1
4
1
・
�
781
―

9

1
6
6

不
審
メ
ー
ル
に
ご
注
意
を

2
月
1
日
〜
3
月
18
日
は
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間

架
空
請
求
は
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー

ル
で
｢未
払
い
が
あ
る
」
｢こ
の
ま

ま
で
は
訴
訟
に
な
る
｣な
ど
と
不

安
を
あ
お
り
、手
続
き
を
急
が
せ
、

電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
で
、
サ

イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
促
し
た

り
、
問
い
合
わ
せ
先
と
し
て
示
し

た
番
号
に
電
話
を
す
る
よ
う
に
誘

導
し
た
り
し
ま
す
。
応
じ
て
し
ま

う
と
個
人
情
報
が
流
出
し
、
架
空

請
求
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

不
審
な
メ
ー
ル
の
誘
い
に
乗
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
�

上
尾
警
察
署
�
・
�
773
―

0
1
1

0

こ
ど
も
医
療
費
の
登
録
を

子
ど
も
が
医
療
機
関
を
受
診
し

た
と
き
に
支
払
う
医
療
費
を
助
成

し
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
た
め
に

は
登
録
が
必
要
で
す
。
�
市
内
に

在
住
で
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
中
学
校
修
了
前（
15
歳
に
達

す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日

ま
で
）の
子
ど
も

※
他
制
度（
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
、
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
な
ど
）で
医
療

費
助
成
を
受
け
て
い
る
人
の
登
録

は
不
要
で
す
。
【
助
成
額
】保
険

診
療
費
ま
た
は
保
険
調
剤
費
の
自

己
負
担
分（
高
額
療
養
費
と
付
加

給
付
金
を
除
く
）
【
必
要
書
類
】

子
ど
も
の
健
康
保
険
証
、
保
護
者

（
生
計
中
心
者
）名
義
の
普
通
預

（
貯
）金
口
座
の
分
か
る
物
、
被
保

険
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る

物
、
被
保
険
者
の
本
人
確
認
が
で

き
る
物

�
必
要
書
類
を
用
意
し

て
直
接
、
子
ど
も
支
援
課
ま
た
は

各
支
所
・
出
張
所
へ

�
子
ど
も

支
援
課
�
775
―

5
1
2
0
・
�
774

―

5
3
4
2

広告広告
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交
通
遺
児
手
当
の
申
請
を

�
市
内
に
在
住
で
義
務
教
育
修
了

前
の
児
童
の
両
親
ま
た
は
そ
の
ど

ち
ら
か
が
、
交
通
事
故
に
よ
り
死

亡
や
重
度
の
障
害
を
負
っ
た
場
合

に
、そ
の
児
童
と
生
活
を
共
に
し
、

養
育
し
て
い
る
保
護
者
【
支
給

額
】遺
児
1
人
当
た
り
月
額
3
千

円

�
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死
亡

や
障
害
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
証

明
で
き
る
物（
事
故
証
明
書
や
死

亡
証
明
書
の
写
し
な
ど〈
コ
ピ
ー

可
〉）、
印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
預

（
貯
）金
通
帳
、
本
人
確
認
が
で
き

る
物（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
）を
持
っ
て
直
接
、
子
ど
も
支

援
課
へ

�
子
ど
も
支
援
課
�
775

―

6
8
1
9
・
�
774
―

5
3
4
2

募

集

振
り
込
め
詐
欺
対
策
通
話
録

音
装
置
の
無
償
モ
ニ
タ
ー

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
防

止
の
た
め
、
通
話
録
音
装
置
の
無

償
モ
ニ
タ
ー
を
追
加
募
集
し
ま

す
。
�
通
話
録
音
装
置（
貸
し
出

し
）の
1
年
間
の
使
用
と
ア
ン
ケ
ー

ト
の
記
入

�
市
内
に
在
住
の
65

歳
以
上
の
単
身
・
夫
婦
世
帯
な
ど

�
50
世
帯（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
�
2
月
1
日
㈫
〜
28

日
㈪
に
直
接
、
交
通
防
犯
課
へ

�
交
通
防
犯
課
�
775
―

5
1
3

8
・
�
775
―

9
9
2
7

中
央
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

中
央
高
等
技
術
専
門
校（
戸
崎

975
）で
は
、
正
社
員
就
職
を
目
指

し
た
専
門
技
術
教
育（
2
年
間
）を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
に

興
味
が
あ
る
人
の
参
加
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
�
2
月
19
日

㈯
10
〜
12
時

�
入
試
情
報
な
ど

の
概
要
説
明
、
施
設
見
学
、
個
別

相
談（
希
望
者
）
�
高
校
生
な
ど

入
校
を
希
望
す
る
人

�
2
月
18

日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
で
同
校
へ

�
県
立

中
央
高
等
技
術
専
門
校
�
781
―

3

2
4
1
・
�
781
―

8
9
9
0
・
�

n813241
@
pref.saitam

a.lg.jp

令
和
4
年
4
月
採
用

保
育
所
相
談
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

市
立
保
育
所
で
働
く
保
育
所
相

談
員
を
募
集
し
ま
す
。
【
任
期
】

4
月
1
日
㈮
〜
令
和
5
年
3
月
31

日
㈮（
次
年
度
以
降
も
任
用
の
可

能
性
あ
り
）
【
勤
務
日
・
時
間
】

㈪
〜
㈯
の
う
ち
週
3
日
、
7
〜
19

時
の
う
ち
1
日
7
時
間
45
分
【
勤

務
地
】原
市
保
育
所
、
上
尾
西
保

育
所
、
あ
た
ご
保
育
所
の
い
ず
れ

か（
予
定
）
�
保
護
者
や
職
員
か

ら
の
相
談
へ
の
指
導
・
助
言
、
園

児
の
観
察
・
保
育
支
援
、
市
立
保

育
所
の
巡
回
相
談
、
小
学
校
就
学

に
向
け
た
講
話
な
ど
の
就
学
支

援
、
小
学
校
と
の
連
携
な
ど

�

市
内
小
・
中
学
校
で
教
員
と
し
て

勤
務
経
験
が
あ
る
人
【
月
給
】10

万
5
、5
0
0
円（
令
和
3
年
度
実

績
）
※
経
験
加
算
、
期
末
手
当

（
年
2
回
）が
あ
り
ま
す
。
【
通
勤

手
当
】交
通
用
具
使
用
／
距
離
に

よ
る

公
共
交
通
機
関
利
用
／
実

費

�
3
人（
予
定
）
�
申
込
書

（
保
育
課
に
あ
る
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
証
明
写
真

を
用
意
し
て
2
月
1
日
㈫
〜
22
日

㈫
に
直
接
、
保
育
課
へ

※
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
�
保
育
課
�
775
―

5

0
4
4
・
�
774
―

5
3
4
2

学
童
保
育
所
補
助
員

①
学
童
保
育
所
非
常
勤
職
員
【
勤

務
時
間
】㈪
〜
㈮
／
10
〜
19
時
、㈯

／
8
〜
19
時
、
学
校
休
業
日（
夏

休
み
な
ど
）／
7
時
30
分
〜
19
時

※
実
働
は
4
時
間
程
度
で
す
。

【
勤
務
地
】住
居
近
く
の
学
童
保
育

所

�
放
課
後
児
童
の
保
育

【
時
給
】956
〜
1
、1
6
6
円（
勤
務

日
数
・
曜
日
・
時
間
帯
に
よ
る
）

※
諸
手
当
、
有
給
休
暇
が
あ
り
ま

す
。
②
障
が
い
児
担
当
非
常
勤

職
員（
な
か
よ
し
サ
ポ
ー
タ
ー
）

【
勤
務
時
間
】㈪
〜
㈯
の
う
ち
週
5

日
／
10
〜
19
時（
月
間
合
計
140
時

間
以
内
）
【
勤
務
地
】市
内
の
学

童
保
育
所

�
障
害
児
を
中
心
に

し
た
保
育
【
時
給
】1
、1
9
6

円
〜
1
、3
1
2
円

※
社
会
保

険
加
入
、
諸
手
当
、
有
給
休
暇
が

あ
り
ま
す
。
③
早
朝
ア
ル
バ
イ

ト
職
員（
お
は
よ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
）

【
勤
務
時
間
】春
休
み
な
ど
の
早
朝

開
設
時
期
の
7
時
20
分
〜
8
時
20

分
【
勤
務
地
】住
居
近
く
の
学
童

保
育
所
【
時
給
】千
円

※
事
前

に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
の
勤
務
が

必
要
で
す
。

●
①
〜
③
共
通

�
子
ど
も
が
好

き
で
楽
し
く
遊
べ
る
人

�
電
話

広告

令和4年度身体障害者福祉センター
｢ふれあいハウス｣の利用者

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ
お
学
童
ク
ラ

ブ
の
会
へ

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ

お
学
童
ク
ラ
ブ
の
会
�
771
―

6
9

4
5
・
�
777
―

5
7
9
0

上
尾
丸
山
公
園
水
辺
再
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
｢泥
か
き
連
｣

在
来
生
物
が
す
む
豊
か
な
水
辺

ま
い
ど

を
再
生
す
る
た
め
、
大
池
に
埋
土

種
子
を
含
ん
だ
泥
を
運
び
、
浅
場

を
作
る
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
�
2
月
12
日
㈯
・

20
日
㈰
、
3
月
6
日
㈰
9
時
30

分
〜
12
時
30
分

�
上
尾
丸
山
公

園

�
小
学
生
以
上（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）
�
30
円

�
各

40
人（
先
着
順
）
�
長
靴
、
軍
手

ま
た
は
ゴ
ム
手
袋
【
服
装
】ひ
ど

く
泥
汚
れ
し
て
も
よ
い
服
装

�

各
当
日
9
時
15
分
か
ら
自
然
学
習

館
入
口
前
で
受
け
付
け

※
詳
し

く
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
態
工

房（
�
・
�
0
4
2
2
―

27
―

5
6

3
4
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
�
み
ど
り
公
園
課
�
775
―

8

1
2
9
・
�
775
―

9
9
0
6

内 容

季節に合ったお菓子作りを学ぶ

パンの作り方とパンに合う料理の作り方を学ぶ

パンの作り方の基本を学ぶ

季節に合ったお菓子作りを学ぶ

いろいろな曲を楽しく歌い、心身をリフレッシュする

絵手紙の書き方の基本を学ぶ

パステル画の描き方の基本を学ぶ

花の特性やガーデニングの基本を学ぶ

悩みなどを語り合いながら、障害のある人同士で交流を図る

言語聴覚士による機能訓練を通して社会復帰を目指す

パソコンの基本的な操作を学ぶ

ワードやエクセルなどの使い方を学び、趣味の幅を広げる

理学療法士の指導による機能回復訓練と、訓練を含んだレクリ
エーションで体を動かす

理学療法士、作業療法士の指導のもと、レクリエーションで体
を動かし、身体機能の低下予防と心身のリフレッシュを図る

音楽に合わせて体を動かし、遊びながら体力をつける

吹矢協会の指導者から腹式呼吸の基本を学び健康増進を図る

時 間

10：00～12：00

10：00～13：00

10：00～12：00

10：00～11：30

10：00～12：00

10：00～14：00

10：00～12：00

10：00～11：30

日 程

第1㈮（年11回）

第2㈮（年12回）

第4㈮（年10回）

第5㈮（年2回）

第3㈪（年9回）

第4㈪（年11回）

第3㈭（年12回）

第3㈮（年12回）

第5㈪（年4回）

第5㈬（年3回）

第1㈭（年10回）

第2㈭（年11回）

第4㈭（年10回）

第1・2・3㈬（年34回）

①第1㈫（年10回）

②第2㈫（年12回）

③第3㈫（年11回）

④第4㈫（年11回）

第2㈪（年10回）

第1㈪（年11回）

第4㈬（年9回）

教 室 名

簡単なお菓子作り教室

パン教室①

パン教室②

簡単なお菓子作り教室
（視覚障害）

歌声教室①

歌声教室②

絵手紙教室

パステル画教室

フラワー教室

スマイルカフェ

失語訓練教室

パソコン教室（初級）

パソコン教室（中級）

リハビリ訓練教室

スポーツ・
レクリエーション教室

健康体操教室

健康吹矢教室①

健康吹矢教室②

創
作
的
活
動

社
会
訓
練

機
能
訓
練

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

社会福祉協議会「ふれあいハウス」 �776―2235・�772―8647

�総合福祉センター（平塚724） �市内に在住で、身体障害者手帳と市発行の｢上尾
市特定生活支援事業サービス受給者証｣を持っている人 �受給者証に記載されて
いる障害区分負担額（生活保護受給世帯、非課税世帯を除く）、創作活動の材料費、昼
食代 �2月16日㈬までに住所、氏名、電話またはファクス番号を直接か電話また
はファクスで｢ふれあいハウス｣へ ※送迎サービスはありますが、入浴サービスは
ありません。 ※簡単なお菓子作り教室・パン教室①・パン教室②は、応募者多数
の場合、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため隔月利用になることがあります。

農園 利用者
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交
通
遺
児
手
当
の
申
請
を

�
市
内
に
在
住
で
義
務
教
育
修
了

前
の
児
童
の
両
親
ま
た
は
そ
の
ど

ち
ら
か
が
、
交
通
事
故
に
よ
り
死

亡
や
重
度
の
障
害
を
負
っ
た
場
合

に
、そ
の
児
童
と
生
活
を
共
に
し
、

養
育
し
て
い
る
保
護
者
【
支
給

額
】遺
児
1
人
当
た
り
月
額
3
千

円

�
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死
亡

や
障
害
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
証

明
で
き
る
物（
事
故
証
明
書
や
死

亡
証
明
書
の
写
し
な
ど〈
コ
ピ
ー

可
〉）、
印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
預

（
貯
）金
通
帳
、
本
人
確
認
が
で
き

る
物（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
）を
持
っ
て
直
接
、
子
ど
も
支

援
課
へ

�
子
ど
も
支
援
課
�
775

―

6
8
1
9
・
�
774
―

5
3
4
2

募

集

振
り
込
め
詐
欺
対
策
通
話
録

音
装
置
の
無
償
モ
ニ
タ
ー

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
防

止
の
た
め
、
通
話
録
音
装
置
の
無

償
モ
ニ
タ
ー
を
追
加
募
集
し
ま

す
。
�
通
話
録
音
装
置（
貸
し
出

し
）の
1
年
間
の
使
用
と
ア
ン
ケ
ー

ト
の
記
入

�
市
内
に
在
住
の
65

歳
以
上
の
単
身
・
夫
婦
世
帯
な
ど

�
50
世
帯（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
�
2
月
1
日
㈫
〜
28

日
㈪
に
直
接
、
交
通
防
犯
課
へ

�
交
通
防
犯
課
�
775
―

5
1
3

8
・
�
775
―

9
9
2
7

中
央
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

中
央
高
等
技
術
専
門
校（
戸
崎

975
）で
は
、
正
社
員
就
職
を
目
指

し
た
専
門
技
術
教
育（
2
年
間
）を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
に

興
味
が
あ
る
人
の
参
加
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
�
2
月
19
日

㈯
10
〜
12
時

�
入
試
情
報
な
ど

の
概
要
説
明
、
施
設
見
学
、
個
別

相
談（
希
望
者
）
�
高
校
生
な
ど

入
校
を
希
望
す
る
人

�
2
月
18

日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
で
同
校
へ

�
県
立

中
央
高
等
技
術
専
門
校
�
781
―

3

2
4
1
・
�
781
―

8
9
9
0
・
�

n813241
@
pref.saitam

a.lg.jp

令
和
4
年
4
月
採
用

保
育
所
相
談
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

市
立
保
育
所
で
働
く
保
育
所
相

談
員
を
募
集
し
ま
す
。
【
任
期
】

4
月
1
日
㈮
〜
令
和
5
年
3
月
31

日
㈮（
次
年
度
以
降
も
任
用
の
可

能
性
あ
り
）
【
勤
務
日
・
時
間
】

㈪
〜
㈯
の
う
ち
週
3
日
、
7
〜
19

時
の
う
ち
1
日
7
時
間
45
分
【
勤

務
地
】原
市
保
育
所
、
上
尾
西
保

育
所
、
あ
た
ご
保
育
所
の
い
ず
れ

か（
予
定
）
�
保
護
者
や
職
員
か

ら
の
相
談
へ
の
指
導
・
助
言
、
園

児
の
観
察
・
保
育
支
援
、
市
立
保

育
所
の
巡
回
相
談
、
小
学
校
就
学

に
向
け
た
講
話
な
ど
の
就
学
支

援
、
小
学
校
と
の
連
携
な
ど

�

市
内
小
・
中
学
校
で
教
員
と
し
て

勤
務
経
験
が
あ
る
人
【
月
給
】10

万
5
、5
0
0
円（
令
和
3
年
度
実

績
）
※
経
験
加
算
、
期
末
手
当

（
年
2
回
）が
あ
り
ま
す
。
【
通
勤

手
当
】交
通
用
具
使
用
／
距
離
に

よ
る

公
共
交
通
機
関
利
用
／
実

費

�
3
人（
予
定
）
�
申
込
書

（
保
育
課
に
あ
る
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
証
明
写
真

を
用
意
し
て
2
月
1
日
㈫
〜
22
日

㈫
に
直
接
、
保
育
課
へ

※
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
�
保
育
課
�
775
―

5

0
4
4
・
�
774
―

5
3
4
2

学
童
保
育
所
補
助
員

①
学
童
保
育
所
非
常
勤
職
員
【
勤

務
時
間
】㈪
〜
㈮
／
10
〜
19
時
、㈯

／
8
〜
19
時
、
学
校
休
業
日（
夏

休
み
な
ど
）／
7
時
30
分
〜
19
時

※
実
働
は
4
時
間
程
度
で
す
。

【
勤
務
地
】住
居
近
く
の
学
童
保
育

所

�
放
課
後
児
童
の
保
育

【
時
給
】956
〜
1
、1
6
6
円（
勤
務

日
数
・
曜
日
・
時
間
帯
に
よ
る
）

※
諸
手
当
、
有
給
休
暇
が
あ
り
ま

す
。
②
障
が
い
児
担
当
非
常
勤

職
員（
な
か
よ
し
サ
ポ
ー
タ
ー
）

【
勤
務
時
間
】㈪
〜
㈯
の
う
ち
週
5

日
／
10
〜
19
時（
月
間
合
計
140
時

間
以
内
）
【
勤
務
地
】市
内
の
学

童
保
育
所

�
障
害
児
を
中
心
に

し
た
保
育
【
時
給
】1
、1
9
6

円
〜
1
、3
1
2
円

※
社
会
保

険
加
入
、
諸
手
当
、
有
給
休
暇
が

あ
り
ま
す
。
③
早
朝
ア
ル
バ
イ

ト
職
員（
お
は
よ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
）

【
勤
務
時
間
】春
休
み
な
ど
の
早
朝

開
設
時
期
の
7
時
20
分
〜
8
時
20

分
【
勤
務
地
】住
居
近
く
の
学
童

保
育
所
【
時
給
】千
円

※
事
前

に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
の
勤
務
が

必
要
で
す
。

●
①
〜
③
共
通

�
子
ど
も
が
好

き
で
楽
し
く
遊
べ
る
人

�
電
話

広告

令和4年度身体障害者福祉センター
｢ふれあいハウス｣の利用者

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ
お
学
童
ク
ラ

ブ
の
会
へ

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ

お
学
童
ク
ラ
ブ
の
会
�
771
―

6
9

4
5
・
�
777
―

5
7
9
0

上
尾
丸
山
公
園
水
辺
再
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
｢泥
か
き
連
｣

在
来
生
物
が
す
む
豊
か
な
水
辺

ま
い
ど

を
再
生
す
る
た
め
、
大
池
に
埋
土

種
子
を
含
ん
だ
泥
を
運
び
、
浅
場

を
作
る
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
�
2
月
12
日
㈯
・

20
日
㈰
、
3
月
6
日
㈰
9
時
30

分
〜
12
時
30
分

�
上
尾
丸
山
公

園

�
小
学
生
以
上（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）
�
30
円

�
各

40
人（
先
着
順
）
�
長
靴
、
軍
手

ま
た
は
ゴ
ム
手
袋
【
服
装
】ひ
ど

く
泥
汚
れ
し
て
も
よ
い
服
装

�

各
当
日
9
時
15
分
か
ら
自
然
学
習

館
入
口
前
で
受
け
付
け

※
詳
し

く
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
態
工

房（
�
・
�
0
4
2
2
―

27
―

5
6

3
4
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
�
み
ど
り
公
園
課
�
775
―

8

1
2
9
・
�
775
―

9
9
0
6

内 容

季節に合ったお菓子作りを学ぶ

パンの作り方とパンに合う料理の作り方を学ぶ

パンの作り方の基本を学ぶ

季節に合ったお菓子作りを学ぶ

いろいろな曲を楽しく歌い、心身をリフレッシュする

絵手紙の書き方の基本を学ぶ

パステル画の描き方の基本を学ぶ

花の特性やガーデニングの基本を学ぶ

悩みなどを語り合いながら、障害のある人同士で交流を図る

言語聴覚士による機能訓練を通して社会復帰を目指す

パソコンの基本的な操作を学ぶ

ワードやエクセルなどの使い方を学び、趣味の幅を広げる

理学療法士の指導による機能回復訓練と、訓練を含んだレクリ
エーションで体を動かす

理学療法士、作業療法士の指導のもと、レクリエーションで体
を動かし、身体機能の低下予防と心身のリフレッシュを図る

音楽に合わせて体を動かし、遊びながら体力をつける

吹矢協会の指導者から腹式呼吸の基本を学び健康増進を図る

時 間

10：00～12：00

10：00～13：00

10：00～12：00

10：00～11：30

10：00～12：00

10：00～14：00

10：00～12：00

10：00～11：30

日 程

第1㈮（年11回）

第2㈮（年12回）

第4㈮（年10回）

第5㈮（年2回）

第3㈪（年9回）

第4㈪（年11回）

第3㈭（年12回）

第3㈮（年12回）

第5㈪（年4回）

第5㈬（年3回）

第1㈭（年10回）

第2㈭（年11回）

第4㈭（年10回）

第1・2・3㈬（年34回）

①第1㈫（年10回）

②第2㈫（年12回）

③第3㈫（年11回）

④第4㈫（年11回）

第2㈪（年10回）

第1㈪（年11回）

第4㈬（年9回）

教 室 名

簡単なお菓子作り教室

パン教室①

パン教室②

簡単なお菓子作り教室
（視覚障害）

歌声教室①

歌声教室②

絵手紙教室

パステル画教室

フラワー教室

スマイルカフェ

失語訓練教室

パソコン教室（初級）

パソコン教室（中級）

リハビリ訓練教室

スポーツ・
レクリエーション教室

健康体操教室

健康吹矢教室①

健康吹矢教室②

創
作
的
活
動

社
会
訓
練

機
能
訓
練

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

社会福祉協議会「ふれあいハウス」 �776―2235・�772―8647

�総合福祉センター（平塚724） �市内に在住で、身体障害者手帳と市発行の｢上尾
市特定生活支援事業サービス受給者証｣を持っている人 �受給者証に記載されて
いる障害区分負担額（生活保護受給世帯、非課税世帯を除く）、創作活動の材料費、昼
食代 �2月16日㈬までに住所、氏名、電話またはファクス番号を直接か電話また
はファクスで｢ふれあいハウス｣へ ※送迎サービスはありますが、入浴サービスは
ありません。 ※簡単なお菓子作り教室・パン教室①・パン教室②は、応募者多数
の場合、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため隔月利用になることがあります。

農園 利用者
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農園の利用者

介
護
相
談
員

市
内
の
介
護
施
設
を
訪
問
し

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
な

ど
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

疑
問
や
不
安
・
不
満
を
聞
き
、
問

題
の
改
善
・
解
決
に
向
け
、
利
用

者
と
介
護
事
業
者
や
行
政
と
の
橋

渡
し
を
行
う
介
護
相
談
員
を
募
集

し
ま
す
。
�
次
の
①
〜
④
の
全

て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
住

所
が
あ
る

②
介
護
に
関
心
が
あ

り
、
半
日
の
活
動
を
月
に
4
回
程

度
で
き
る

③
市
指
定
の
相
談
員

養
成
研
修（
会
場
は
東
京
都
内
・

5
日
間
・
8
月
実
施
予
定
）に
参

加
し
、
課
程
を
修
了
で
き
る（
11

月
か
ら
活
動
開
始
）
※
予
定
は

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
長
期
間
活
動
で
き
る

※
委
嘱

期
間
は
2
年
で
す
。
【
謝
金
】訪

問
1
回
当
た
り
2
千
円

�
若
干

名
【
選
考
方
法
】面
接
審
査

�

申
込
書（
高
齢
介
護
課
に
あ
る
。市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
2
月
28
日
㈪
ま
で（
必
着
）に

直
接
ま
た
は
郵
送
で
高
齢
介
護
課

（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

�
高
齢
介
護
課
�
775
―

6

4
7
3
・
�
776
―

8
8
7
2

上
尾
看
護
専
門
学
校

令
和
4
年
度
入
学
生

【
試
験
日
】3
月
12
日
㈯

�
一
般

／
①
高
校
を
卒
業
、
ま
た
は
令
和

4
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合

格
し
た
人

③
学
校
教
育
法
施
行

規
則
第
150
条
第
7
号
の
規
定
に
適

合
し
、
審
査
で
認
め
ら
れ
た
人

社
会
人
／
①
大
学
か
短
期
大
学
を

卒
業
ま
た
は
令
和
4
年
3
月
に
卒

業
見
込
み
の
人

②
高
校
を
卒
業

ま
た
は
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

に
合
格
し
、
入
学
時
に
満
23
歳
に

達
し
て
い
る
人

�
入
学
願
書

（
上
尾
看
護
専
門
学
校〈
〒
362
―

0

0
2
1
原
市
3
4
9
4
―

4
〉に
あ

る
。
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈
�htt

ps
://w

w
w
.ageons.jp/

〉か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
2
月
22
日

㈫
〜
3
月
3
日
㈭（
必
着
）に
直
接

ま
た
は
郵
送
で
同
校
へ

�
上
尾

看
護
専
門
学
校
�
722
―

1
0
4

3
・
�
722
―

1
3
0
2

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

農
業
体
験
教
室

（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）

�
3
月
12
日
㈯
9
時
〜

�
上
尾

市
民
農
園
｢ア
グ
リ
プ
ラ
ザ
平
塚
｣

�
親
子
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
を

植
え
付
け
、
7
月
頃
に
収
穫
す
る

�
市
内
に
在
住
の
小
学
生
と
家
族

�
1
人
20
円

�
20
家
族（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
�
往

復
は
が
き
に
教
室
名
、郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
学
校

名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
参
加
人

数
を
記
入
し
て
、
2
月
15
日
㈫
ま

で（
必
着
）に
農
政
課（
〒
362
―

8
5

0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

�
農

政
課
�
775
―

7
3
8
4
・
�
775
―

9

8
7
2

■市民農園｢アグリプラザ平塚｣の新規利用者（空き区画）
【利用期間】4月～令和5年3月 �市民農園｢アグリプラ
ザ平塚」 �市内に在住の人 【募集区画数】10区画前
後（応募者多数の場合は抽選） ※1世帯につき1区画の
応募です。【使用料】30平方㍍／年額12,000円、6平方
㍍／2,400円（福祉区画） �はがきに郵便番号、住所、
氏名（ふりがな）、電話番号を記入して、2月18日㈮ま
で（必着）に農政課（〒362―8501本町3―1―1）へ

■体験農園の利用者
体験農園とは、農家が開設し、経営・管理する農園です。農園利用者は、手ぶらで
農園に行き、農園主の指導を受けながら、作付けから収穫までの農作業を体験できる
ので、初心者も安心していろいろな野菜作りができます。
①農業王国榎本農園
【利用期間】3月～令和5年1月 �中分2―58【1組の利用面積】30平方㍍ �35，000円
�60組 【主な栽培品目】キュウリ、トマト、キャベツなど、年間で約30品目 【講習
会】年間20回程度 �住所、氏名、電話番号を電話かファクスまたはメールで榎本農
園の榎本へ ※2月13日㈰13時に説明会を行います（事前申し込みが必要）。 �榎本
�・�725―2455・�agri.enomoto@gmail.com・�https : //agri01.wixsite.com/
enomoto ※農機具完備です。
②ファミリー農園 菜園倶楽部
【利用期間】3月～令和5年1月 �平塚1―152【1組の利用面積】30平方㍍ �35，000円
�38組 【主な栽培品目】葉物野菜、トマト、ニンジン、ナス、キュウリなど年間で約
20～30品目 【講習会】年間20回程度（原則週末） �電話またはメールで菜園倶楽部の
市村へ ※2月5日㈯・6日㈰の各13時に説明会を実施します（事前申し込みが必要）。
�市村�080―3727―7026・�saien.club2019@gmail.com・�http : //www.saien.
club/ ※農業資材、農機具完備です。

農政課 �775―7384・�775―9872

ス ポ ー ツ 情 報

青
少
年
相
談
員
春
企
画

〜
鉄
博
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
〜

�
3
月
13
日
㈰
9
時
〜
16
時
30
分

�
鉄
道
博
物
館（
さ
い
た
ま
市
大

宮
区
大
成
町
3
―

47
）
※
集
合
解

散
は
Ｊ
Ｒ
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選
）
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昼
食
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ど
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往
復
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1
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族

1
枚
）に
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ベ
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ト
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月
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年
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、
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号
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2
月
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日

㈭
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〒
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―
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―
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。
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市連盟グラウンド・ゴルフ大会 市グラウンド・ゴルフ連盟の稲村 �781―7123
�2月9日㈬10～15時（予定） ※雨天の場合は10日㈭に延期します。 �平方スポーツ広場 【競技方法】32ホール
（予定） �市グラウンド・ゴルフ連盟会員と連盟への加入希望者 �500円 ※加入希望者は年会費2，500円が別
途必要です。 �当日10時まで（入場／9時30分）に、参加費と年会費を用意して直接会場受付へ ※当日朝に検温
して来場してください。

初心者向けグラウンド・ゴルフ教室 市グラウンド・ゴルフ連盟の稲村 �781―7123
�2月18日㈮9～11時 ※雨天の場合は25日㈮に延期します。 �ゆりが丘公園 �グラウンド・ゴルフのルール
とマナーを学び、プレーする �市内に在住でグラウンド・ゴルフに興味のある人 �クラブ、ボール（貸し出
し可）、タオル、飲み物 【服装】運動ができる服装 ※当日朝に検温をして来場してください。 �当日9時に直
接会場受付へ

6人制バレーボール大会
市バレーボール連盟の泉田 �090―1103―6600・�781―8158・�izumi-soft@jcom.home.ne.jp

�2月26日㈯10時～（受け付け／9時） �市民体育館 【組み合わせ】連盟が厳正に組み合わせを作り、当日発表
�市内に在住・在勤・在学の人で編成されたチームまたは上尾市近郊のチーム �1チーム3，000円 �2月12日
㈯までに、郵送かファクスまたはメールでチーム名、代表者の住所・氏名・電話番号、選手全員の氏名・年齢を
記入して、バレーボール連盟事務局の泉田（〒362―0047今泉4―8―7）へ ※スポーツ安全保険は、各チームの責任
で加入してください。

ウオーキング教室 瓦葺ふれあい広場 �・�722―7563
�3月4・11日のいずれも㈮10～12時（全2回） �瓦葺ふれあい広場 �市内に在住・在勤・在学のウオーキング
初心者 �15人（先着順） �上履き、飲み物、タオル、歩きやすい靴 �2月4日㈮～18日㈮に直接または電話（10
時～16時30分）で瓦葺ふれあい広場へ

市民スキー・スノーボード大会とバッジテスト 市スキー連盟の稲沢 �090―3319―5565（9～21時）
①スキー・スノーボードバッジテスト �3月12日㈯ �講習会終了後にバッジテストを実施 �2，000円
②市民スキー・スノーボード大会 �3月13日㈰ �小・中学生各男女の部、成年女子の部、成年1部（29歳以下）、
成年2部（30歳以上）、成年3部（40歳以上）、成年4部（50歳以上）、成年5部（60歳以上）、スノーボードの部に分かれ
て競技 �小・中学生／1，000円、一般／2，000円 �100人（先着順）
●①②共通 �鹿沢スノーエリア（群馬県吾妻郡嬬恋村）【集合】8時～8時30分に直接、スキー場内のレストハウ
スへ �3月1日㈫までに参加費を添えて直接、ベストスキーサービス（西宮下2―318）へ ※保険は各自で加入し
てください。

市野球大会 市野球連盟の遠山 �774―0606・�774―1330
�4月3日からの毎週㈰ �市民球場など �1チーム7，000円（新チームは登録料として別途10，000円） �申込用
紙（市野球連盟事務局にある。前回大会参加チームには郵送）に必要事項を記入して、2月25日㈮まで（必着）に市
野球連盟事務局の遠山洋司（〒362―0031東町1―7―11）へ ※3月6日㈰に文化センターで主将会議を行います。
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農園の利用者

介
護
相
談
員

市
内
の
介
護
施
設
を
訪
問
し

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
な

ど
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

疑
問
や
不
安
・
不
満
を
聞
き
、
問

題
の
改
善
・
解
決
に
向
け
、
利
用

者
と
介
護
事
業
者
や
行
政
と
の
橋

渡
し
を
行
う
介
護
相
談
員
を
募
集

し
ま
す
。
�
次
の
①
〜
④
の
全

て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
住

所
が
あ
る

②
介
護
に
関
心
が
あ

り
、
半
日
の
活
動
を
月
に
4
回
程

度
で
き
る

③
市
指
定
の
相
談
員

養
成
研
修（
会
場
は
東
京
都
内
・

5
日
間
・
8
月
実
施
予
定
）に
参

加
し
、
課
程
を
修
了
で
き
る（
11

月
か
ら
活
動
開
始
）
※
予
定
は

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
長
期
間
活
動
で
き
る

※
委
嘱

期
間
は
2
年
で
す
。
【
謝
金
】訪

問
1
回
当
た
り
2
千
円

�
若
干

名
【
選
考
方
法
】面
接
審
査

�

申
込
書（
高
齢
介
護
課
に
あ
る
。市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
2
月
28
日
㈪
ま
で（
必
着
）に

直
接
ま
た
は
郵
送
で
高
齢
介
護
課

（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

�
高
齢
介
護
課
�
775
―

6

4
7
3
・
�
776
―

8
8
7
2

上
尾
看
護
専
門
学
校

令
和
4
年
度
入
学
生

【
試
験
日
】3
月
12
日
㈯

�
一
般

／
①
高
校
を
卒
業
、
ま
た
は
令
和

4
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合

格
し
た
人

③
学
校
教
育
法
施
行

規
則
第
150
条
第
7
号
の
規
定
に
適

合
し
、
審
査
で
認
め
ら
れ
た
人

社
会
人
／
①
大
学
か
短
期
大
学
を

卒
業
ま
た
は
令
和
4
年
3
月
に
卒

業
見
込
み
の
人

②
高
校
を
卒
業

ま
た
は
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

に
合
格
し
、
入
学
時
に
満
23
歳
に

達
し
て
い
る
人

�
入
学
願
書

（
上
尾
看
護
専
門
学
校〈
〒
362
―

0

0
2
1
原
市
3
4
9
4
―

4
〉に
あ

る
。
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈
�htt

ps
://w

w
w
.ageons.jp/

〉か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
2
月
22
日

㈫
〜
3
月
3
日
㈭（
必
着
）に
直
接

ま
た
は
郵
送
で
同
校
へ

�
上
尾

看
護
専
門
学
校
�
722
―

1
0
4

3
・
�
722
―

1
3
0
2

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

農
業
体
験
教
室

（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）

�
3
月
12
日
㈯
9
時
〜

�
上
尾

市
民
農
園
｢ア
グ
リ
プ
ラ
ザ
平
塚
｣

�
親
子
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
を

植
え
付
け
、
7
月
頃
に
収
穫
す
る

�
市
内
に
在
住
の
小
学
生
と
家
族

�
1
人
20
円

�
20
家
族（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
�
往

復
は
が
き
に
教
室
名
、郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
学
校

名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
参
加
人

数
を
記
入
し
て
、
2
月
15
日
㈫
ま

で（
必
着
）に
農
政
課（
〒
362
―

8
5

0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

�
農

政
課
�
775
―

7
3
8
4
・
�
775
―

9

8
7
2

■市民農園｢アグリプラザ平塚｣の新規利用者（空き区画）
【利用期間】4月～令和5年3月 �市民農園｢アグリプラ
ザ平塚」 �市内に在住の人 【募集区画数】10区画前
後（応募者多数の場合は抽選） ※1世帯につき1区画の
応募です。【使用料】30平方㍍／年額12,000円、6平方
㍍／2,400円（福祉区画） �はがきに郵便番号、住所、
氏名（ふりがな）、電話番号を記入して、2月18日㈮ま
で（必着）に農政課（〒362―8501本町3―1―1）へ

■体験農園の利用者
体験農園とは、農家が開設し、経営・管理する農園です。農園利用者は、手ぶらで

農園に行き、農園主の指導を受けながら、作付けから収穫までの農作業を体験できる
ので、初心者も安心していろいろな野菜作りができます。
①農業王国榎本農園
【利用期間】3月～令和5年1月 �中分2―58【1組の利用面積】30平方㍍ �35，000円
�60組 【主な栽培品目】キュウリ、トマト、キャベツなど、年間で約30品目 【講習
会】年間20回程度 �住所、氏名、電話番号を電話かファクスまたはメールで榎本農
園の榎本へ ※2月13日㈰13時に説明会を行います（事前申し込みが必要）。 �榎本
�・�725―2455・�agri.enomoto@gmail.com・�https : //agri01.wixsite.com/
enomoto ※農機具完備です。
②ファミリー農園 菜園倶楽部
【利用期間】3月～令和5年1月 �平塚1―152【1組の利用面積】30平方㍍ �35，000円
�38組 【主な栽培品目】葉物野菜、トマト、ニンジン、ナス、キュウリなど年間で約
20～30品目 【講習会】年間20回程度（原則週末） �電話またはメールで菜園倶楽部の
市村へ ※2月5日㈯・6日㈰の各13時に説明会を実施します（事前申し込みが必要）。
�市村�080―3727―7026・�saien.club2019@gmail.com・�http : //www.saien.
club/ ※農業資材、農機具完備です。

農政課 �775―7384・�775―9872
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市連盟グラウンド・ゴルフ大会 市グラウンド・ゴルフ連盟の稲村 �781―7123
�2月9日㈬10～15時（予定） ※雨天の場合は10日㈭に延期します。 �平方スポーツ広場 【競技方法】32ホール
（予定） �市グラウンド・ゴルフ連盟会員と連盟への加入希望者 �500円 ※加入希望者は年会費2，500円が別
途必要です。 �当日10時まで（入場／9時30分）に、参加費と年会費を用意して直接会場受付へ ※当日朝に検温
して来場してください。

初心者向けグラウンド・ゴルフ教室 市グラウンド・ゴルフ連盟の稲村 �781―7123
�2月18日㈮9～11時 ※雨天の場合は25日㈮に延期します。 �ゆりが丘公園 �グラウンド・ゴルフのルール
とマナーを学び、プレーする �市内に在住でグラウンド・ゴルフに興味のある人 �クラブ、ボール（貸し出
し可）、タオル、飲み物 【服装】運動ができる服装 ※当日朝に検温をして来場してください。 �当日9時に直
接会場受付へ

6人制バレーボール大会
市バレーボール連盟の泉田 �090―1103―6600・�781―8158・�izumi-soft@jcom.home.ne.jp

�2月26日㈯10時～（受け付け／9時） �市民体育館 【組み合わせ】連盟が厳正に組み合わせを作り、当日発表
�市内に在住・在勤・在学の人で編成されたチームまたは上尾市近郊のチーム �1チーム3，000円 �2月12日
㈯までに、郵送かファクスまたはメールでチーム名、代表者の住所・氏名・電話番号、選手全員の氏名・年齢を
記入して、バレーボール連盟事務局の泉田（〒362―0047今泉4―8―7）へ ※スポーツ安全保険は、各チームの責任
で加入してください。

ウオーキング教室 瓦葺ふれあい広場 �・�722―7563
�3月4・11日のいずれも㈮10～12時（全2回） �瓦葺ふれあい広場 �市内に在住・在勤・在学のウオーキング
初心者 �15人（先着順） �上履き、飲み物、タオル、歩きやすい靴 �2月4日㈮～18日㈮に直接または電話（10
時～16時30分）で瓦葺ふれあい広場へ

市民スキー・スノーボード大会とバッジテスト 市スキー連盟の稲沢 �090―3319―5565（9～21時）
①スキー・スノーボードバッジテスト �3月12日㈯ �講習会終了後にバッジテストを実施 �2，000円
②市民スキー・スノーボード大会 �3月13日㈰ �小・中学生各男女の部、成年女子の部、成年1部（29歳以下）、
成年2部（30歳以上）、成年3部（40歳以上）、成年4部（50歳以上）、成年5部（60歳以上）、スノーボードの部に分かれ
て競技 �小・中学生／1，000円、一般／2，000円 �100人（先着順）
●①②共通 �鹿沢スノーエリア（群馬県吾妻郡嬬恋村）【集合】8時～8時30分に直接、スキー場内のレストハウ
スへ �3月1日㈫までに参加費を添えて直接、ベストスキーサービス（西宮下2―318）へ ※保険は各自で加入し
てください。

市野球大会 市野球連盟の遠山 �774―0606・�774―1330
�4月3日からの毎週㈰ �市民球場など �1チーム7，000円（新チームは登録料として別途10，000円） �申込用
紙（市野球連盟事務局にある。前回大会参加チームには郵送）に必要事項を記入して、2月25日㈮まで（必着）に市
野球連盟事務局の遠山洋司（〒362―0031東町1―7―11）へ ※3月6日㈰に文化センターで主将会議を行います。
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求人企業合同説明会 精神障害のある方と共に学ぶ
ピアサポート講座

精神障害のある方と共に学ぶ
ピアサポート講座

ア
ッ
ピ
ー

内 容
リカバリーとピアサポート
自分らしいコミュニケーション
上尾発広げようピアサポート

と き
2／2
3／3
3／10

①
②
③

上
平
公
園
剪
定
講
座

バ
ラ
冬
季
剪
定

�
2
月
7
日
㈪
10
時
〜
11
時
30
分

�
上
平
公
園

�
基
礎
知
識
講

習
、
実
技
指
導

�
市
内
に
在

住
・
在
勤
の
初
心
者

�
500
円

�
20
人（
先
着
順
）
�
筆
記
用

せ
ん
て
い

具
、
剪
定
ば
さ
み
、
皮
手
袋

�

2
月
6
日
㈰
ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
市
民
球
場（
上
平
公
園
内
）

へ

�
市
地
域
振
興
公
社
�
776
―

8
9
8
6
・
�
776
―

3
3
2
2

救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

�
3
月
12
日
㈯
9
〜
12
時

�
市

消
防
本
部

�
成
人
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
、
自
動
体
外
式
除
細
動

器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
用
方
法
な
ど

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上

�
9
人（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）
�
2
月

18
日
㈮
〜
24
日
㈭（
必
着
）に
市
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス（
�htt
ps
://s-kantan.jp/city-age

o-saitam
a-u/

）か
ら
電
子
申
請

ま
た
は
往
復
は
が
き
に
講
習
日
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号
、
在
勤
の
人
は
勤
務
先

名
、
在
学
の
人
は
学
校
名
を
記
入

し
て
、東
消
防
署
管
理
課（
〒
362
―

0
0
1
3
上
尾
村
537
）へ

�
東

消
防
署
管
理
課
�
775
―

1
3
1

0
・
�
770
―

1
9
0
2

あ
げ
お
の
秘
境
サ
ク
ラ
ソ
ウ

咲
く
里
山
で
楽
し
い
作
業

�
2
月
5
日
〜
3
月
5
日
の
毎
週

㈯
9
〜
12
時
ご
ろ（
小
雨
決
行
）

�
サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ
ス
ト
地（
領

家
）
�
外
来
種
除
草
な
ど
の
管

理
作
業

�
200
円

�
飲
み
物
、

長
靴
、
軍
手
、
あ
れ
ば
観
察
用
具

�
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

で
県
生
態
系
保
護
協
会
上
尾
支
部

の
小
川
へ

�
小
川
�
781
―

0
8

8
7

�3月3日㈭13～16時（受け付け／12～15時
30分） �大宮ソニックシティビル（さいた
ま市大宮区桜木町1―7―5） �企業の採用担
当者との面接 �令和4年3月大学・短大・
専門学校卒業予定者または3年以内の既卒
者 �履歴書（複数枚） ※参加企業名は2
月17日㈭から県雇用対策協議会ホームペー
ジ（�http : //ww
w.kotaikyou-saita
ma.ne.jp/）に掲載
します。

ズ ー ム

�・�下表のとおり ※Zoomによるオンライン開催です。
�市内に在住の精神障害のある人や家族でピアサポート（同じ
ような経験を持つ人同士の支え合い）に興味がある人 �1，650
円 ※別途教材の郵送料がかかります。 �30人（先着順） �2
月15日㈫までに住所、氏名、電話番号、メールアドレス、参加
希望日を電話またはファクスで障害福祉課へ
講座内容

障害福祉課 �775―5122・�776―8872障害福祉課 �775―5122・�776―8872

情報発信ツールのご利用を 広報広聴課 �775―4918・�776―8873

※時間はいずれも㈭12時30分～16時です。内容は変更する場合が
あります。

市ホームページ

フェイスブックツイッター

ライン

■市公式ソーシャルメディア
ツ イ ッ タ ー フ ェ イ ス ブ ッ ク ラ イ ン

（Twitter、Facebook、LINE）
イベント、子育て、防災など
生活に役立つさまざまな情報を
届けています。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。

県雇用対策協議会
�647―4185・�647―6150

■メールマガジン
防災、子育てなどさまざまな生

活情報を、メールマガジンで随時
配信しています。登録方法など、
詳しくは市ホームページをご覧く
ださい。 ※パソコン（スマート
フォン）用と携帯用があります。
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福島原発事故から11年
～福島の農水産物の現在～

消費生活講演会消費生活講演会

災害女性学って何？
～東日本大震災から10年経って～

ア
ッ
ピ
ー

Ａ
Ｇ
Ａ
英
語
サ
ロ
ン

今
ま
で
読
ん
だ
中
で
、
一
番
感

動
し
た
本
の
内
容
を
英
語
で
紹
介

し
合
い
ま
す
。
�
3
月
6
日
㈰

14
〜
16
時

�
上
尾
公
民
館

�

市
内
に
在
住
の
人

�
100
円

�

30
人（
先
着
順
）
�
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
2
月
28
日
㈪
ま
で
に

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
Ａ
Ｇ

Ａ
事
務
局
へ

�
Ａ
Ｇ
Ａ
事
務
局

�
780
―

2
4
6
8
・
�
775
―

0
0
0

7
・
�office@

aga-w
orld.c

om障
が
い
者
作
品
展
示
即
売
会

�
2
月
25
日
㈮
〜
28
日
㈪
10
時
〜

19
時
30
分（
25
日
は
17
時
ま
で
、

28
日
は
16
時
ま
で
）
�
丸
広
百

貨
店
上
尾
店
6
階（
宮
本
町
1
―

1
）
�
市
内
の
障
害
者
施
設
・

団
体
に
よ
る
パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
・

ま
ん
じ
ゅ
う
・
陶
器
・
布
製
品
な

ど
の
手
作
り
品
、
そ
の
他
自
主
製

品
の
展
示
・
販
売

�
障
害
福
祉

課
�
775
―

5
3
1
5
・
�
776
―

8
8

7
2

20
周
年
記
念
展
｢ひ
だ
ま
り

の
小
さ
な
書
作
展
｣

�
①
2
月
10
日
㈭
〜
13
日
㈰
9
時

30
分
〜
16
時
30
分（
13
日
は
15
時

30
分
ま
で
）
②
2
月
18
日
㈮
〜

23
日
㈷
10
時
〜
16
時
30
分（
23
日

は
15
時
30
分
ま
で
）
�
①
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

�
障
害
児
者
芸
術
ク
ラ

ブ
に
よ
る
障
害
の
あ
る
人
の
書
・

絵
な
ど
の
展
示
会

�
障
害
福
祉

課
�
775
―

5
3
1
5
・
�
776
―

8
8

7
2ボ

ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

2
月
の
開
催
日

収
益
金
は
、
都
市
基
盤
の
整
備

な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
�
2

月
1
日
㈫
、
5
日
㈯
〜
8
日
㈫
、

11
日
㈷
〜
15
日
㈫
、
19
日
㈯
〜
24

日
㈭
、
28
日
㈪
【
場
外
発
売
】2

月
1
日
、5
〜
8
日
、
11
〜
15
日
、

19
〜
28
日

�
埼
玉
県
都
市
競
艇

組
合
�
823
―

8
7
1
1
・
�
823
―

8

7
0
9

｢福島の野菜やお米は安全なの？｣原発事故から10年以
上経ちましたが、風評被害はなくなっていません。福島
の農水産物の生産者がどのような取り組みをしているの
かを学んでみませんか？ �3月9日㈬10時～11時30分
�文化センター 【講師】髙橋宏通さん（パルシステム生
活協同組合連合会常務執行役員） �市内に在住・在
勤・在学の人 �30人（応募者多数の場合は抽選） �2
月18日㈮まで（必着）に講座名、住所、氏名、電話番号を
往復はがきまたはメールで、消費生活センター（〒362―
0037上町2―14―19）へ ※手話通訳を希望する人は、記入
してください。

女性学の視点から災害時の女性、子どもを主とし
た災害弱者への支援などを共に考えます。 ※
ズ ー ム

Zoomによるオンライン開催です。 �2月19日㈯
14～16時 【講師】浅野富美枝さん（宮城学院女子大
学研究所研究員） �市内に在
住・在勤・在学の人 �2月14
日㈪までに住所、氏名をメール
で（一社）こどもとおとなのあそ
びとたいわ（�tekutekutetsug
aku@gmail.com）へ

【プロフィル】あさの・ふみえ
2000年宮城学院女子大学生活
科学部生活文化デザイン学科赴
任。教授を経て、現在、宮城学
院女子大学生活環境科学研究所
所員。
著書に『女たちが動く―東日本
大震災と男女共同参画視点の支
援』2012年（共著）生活思想社、
『災害女性学をつくる』2021年
（共編著）生活思想社など多数。

【プロフィル】たかはし・ひろみち
1960年東京都生まれ。茨城労働生
活協同組合、首都圏コープ事業連合
（現パルシステム生活協同組合連合
会）を経て、1995年㈱ジーピーエス
に移籍、2008年より同社常務取締役。
2010年パルシステム連合会に移籍、2
017年より現職。

消費生活センター �775―0800・�776―4600・
�s252000@city.ageo.lg.jp

男女共同参画推進センター
�778―5111・�778―5112
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ドンシャラリン♪きらきらファミリーコンサート

モーツァルト魔法の音楽　オペラ『魔笛』上尾Ver.モーツァルト魔法の音楽　オ

子どもの日ファミリーコンサート

こばり・あやな
洗足学園音楽大学打楽器コースを首席で

卒業。第30回打楽器新人演奏会にてマリンバ
部門第1位、グランプリを受賞。第17回PAS
イタリア国際打楽器コンクールマリンバＣ部
門優勝。現在、マリンバ、スティールパン奏者
として全国各地で活躍している。上尾市在住。

こにし・さほ
洗足学園音楽大学打楽器コー

スを卒業。在学時、特別選抜演奏
者に認定される。現在はフリーの
打楽器奏者として、吹奏楽やオー
ケストラ、室内楽などで幅広く活
動している。神奈川県横浜市出身。

こやま・しょうへい
洗足学園音楽大学打楽器コースを卒

業。ピアノ、打楽器、ビオラ、声楽など
幅広い音楽経験を持ち、編曲も多数行っ
ている。現在は、小学校や保育園、幼稚
園、高齢者の福祉施設などでの訪問演奏
に力を入れている。

ともきよ・たかし
東京二期会のドイツオペラで主要な
役を担う実力派バリトン。二期会公演
『魔笛』パパゲーノ役で注目を集める。
2020年の新国立劇場『フィデリオ』ピ
ツァロ、2021年9月は『リゴレット』で
タイトルロールをそれぞれ好演。桐朋
学園大学卒。二期会会員。上尾市出身。

もりかわ・ふみ
今後の活躍が期待される若手ソプラ
ノ。二期会オペラ研修所修了時に優秀
賞を受賞。『魔笛』パパゲーナ、『こう
もり』アデーレ、『ヘンゼルとグレーテ
ル』グレーテル、『電話』ルーシー役な
どを好演。桐朋学園大学卒。二期会会
員。

やすい・ようこ
日本を代表するコロラトゥーラ・ソ
プラノで、夜の女王役の国内第一人者。
2021年秋、宮本亞門氏演出の東京二期
会『魔笛』に出演。超絶技巧を要する難
曲『夜の女王のアリア』では圧倒的な歌
唱力と存在感を見せつけた。桐朋学園
大学卒。二期会会員。

ともきよ・はじめ
新聞記者時代にテレビ番組『題名の
ない音楽会』出演を機に音楽界へ転身。
クラシック音楽を通じて子どもたちが
感性豊かに成長してほしいとの思いか
らコンサートを企画している。『リゴ
レット』マントヴァ公爵でオペラデ
ビュー。青山学院大学卒。上尾市出身。

コミュニティセンター �775―0866・�775―0868

文化センター �774―2951・�774―2955／トモキヨ音楽院 �774―0087・�772―3839

大人気オペラ『魔笛』を、オペラ初心者でも楽しめるようにアレンジ。大好評だった令和3年3月の公演から、さ
らにパワーアップしての再演です。 �5月5日㈷14時～（開場／13時30分） �文化センター 【出演】安井陽子さ
ん（ソプラノ）、友清崇さん（バリトン）、友清創さん（テノール）、森川史さん（ソプラノ）【演奏曲】オペラ『魔笛』
より『おいらは鳥刺し』『夜の女王のアリア』『パ・パ・パの二重唱』など
●チケット販売 �2月5日㈯10時～ �文化センター、トモキヨ音楽院（本町3―7―24） �一般／3，000円、中学
生以下／500円（全席指定、3歳以下は無料。ただし、座席が必要な場合は有料）

左から、小西さん、小山さん、小針さん

�4月29日㈷①11時～（開場／10時30分）②14時～（開場／13時30分） ※①
②の内容は同じです。 ※各70分の公演です。 �コミュニティセンター
�大人も子どもも踊って叩いて楽しめる打楽器コンサート 【出演】小針彩
菜さん、小西沙帆さん、小山翔平さん
●チケット予約 �2月12日㈯9時～／コミュニティセンター窓口、10時～
／コミセンかんたん電話予約（�775―0866） ※売り切れ次第終了です。
�一般／1，500円、小学生以下／800円（全席指定、当日集金） ※席数を制
限して開催します。

【プロフィル】

【プロフィル】
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方法
申し込み

応募者多数の場合は抽選です。講座名、住所、氏名（ふりがな）、電話番
号、年齢、学校名・学年（小・中学生）を記入の上、申込日まで（必着）
に各公民館へ　※往復はがきの場合は、1人（組）1枚に記入してくだ
さい。　※直接または電話は平日9:00～17:00だけ受け付けます。

新しい 生活 様 式でコロナ撃 退 上尾市

密を避け マスク 手洗い しっかり換気

平方公民館 〒362-0059 平方905-1 �726-3446・�726-3991・�s723200＠city.ageo.lg.jp

古典文学講座～『百人一首』を味わう～
『百人一首』を読み解き、和歌と歌人にまつわる逸話や意外な解
釈を学び、和歌文学の豊かさと面白さを知る

�2月28日、3月7日のいずれも㈪13：30～15：00（全
2回） �市内に在住・在勤・在学 �20人 �2
月20日㈰までに往復はがきまたはメールで

原市公民館 〒362-0021 原市3499 �721-4948・�721-4946・�s723300＠city.ageo.lg.jp

親子ふれあい教室
親子でスキンシップを取りながら、手遊びやリズム遊びの時間
を楽しむ。同時に参加者同士の交流も図る

�2月15・22日、3月8日のいずれも㈫10：00～11：30
（全3回） �市内に在住・在勤の保護者と1～3歳
児 �10組（先着順） �2月1日㈫から直接または
電話で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

報道番組の舞台裏とコミュニケーション力
テレビ朝日社員がニュースの舞台裏を紹介し、伝え方のこつや
コミュニケーション力について学ぶ

�3月8日㈫14：00～16：00 �市内に在住・在勤
�35人 �2月21日㈪までに往復はがきまたは
メールで

大石公民館 〒362-0063 小泉9-28-1 �726-6615・�726-6616・�s723400@city.ageo.lg.jp

インド人シェフ直伝！
本格スパイシーチキンカレー
数種のスパイスを使った本格スパイシーチキンカレー作りを通
して、インドの食文化を学ぶ

�2月16日㈬9：00～11：30 �市内に在住・在勤
�500円 �12人 �2月8日㈫までにメールで

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

ルーシーダットン
～タイ古式エクササイズで体をほぐそう～
タイの古式エクササイズであるルーシーダットンの独特な呼吸
法やポーズを学び、健康づくりに役立てる

�3月2～23日の毎週㈬15：20～16：50（全4回） �
市内に在住・在勤 �20人 �ヨガマット、飲み
物 �2月21日㈪までに往復はがきまたはメール
で

大谷公民館 〒362-0044 大谷本郷949-1 �781-0892・�780-1113・�s723500@city.ageo.lg.jp

3月11日を忘れない
～今自分で出来る防災対策～
11年前東日本大震災の発生した日に、当時の映像や体験談から
災害状況を再確認し、今自分で災害対策として準備できること
を考える。また、昨年9月1日から指定避難所となった大谷公民
館の防災倉庫内に何があるのかを確認し避難所簡易パーテー
ション設置体験を行う

�3月11日㈮9：30～11：30 �市内に在住・在勤・
在学 �15人（先着順） �室内シューズ �2月1
日㈫から電話またはメールで

2�3月
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畔吉178 780－1030・ 726－7901

西貝塚17－1　 783－1126・ 726－7657

市内循環バス“ぐるっとくん”平方小敷谷循環・平方丸山公園線で｢わくわくランド｣下車

2月3日～
2月27日

●望遠鏡を作ろう
�３月２７日㈰１３：３０～
１５：３０ �望遠鏡の
仕組みを学び凸レン
ズの焦点距離を測定
して制作 �小学生
以上 �５００円 �
１２人 ※小学生は保
護者同伴です。 �２
月１日㈫から電話で

体験もの作り教室
●楽しみながら絵手紙を作ろう
�３月１２日㈯９：３０～１１：３０ �
２００円 �１０人（先着順） ※
小学生以下は保護者同伴で
す。 �汚れてもよいタオル
【服装】汚れてもよい服装 �
２月１日㈫から電話で

自然学習教室
●早春の草花をみつけてみよう
�３月１９日㈯９：３０～１２：００（雨天中止） �草花や昆虫な
どを観察しながら園内を巡る �６人（先着順） ※小
学生以下は保護者同伴です。【服装】活動しやすい服
装 �２月１日㈫から電話で
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スタジオ �運動する服装、室内靴など �教室実施当日に
参加費を用意して直接 ※先着順です。キャンセルはできません。
①エアロッチ �毎週㈪１０：３０～１１：３０ �１５人
②からだ整えバレエ体操 �毎週㈪１１：４５～１２：２５ �１５人
③サルセーション �毎週㈪１２：４５～１３：４５ �１５人
④すっきりヨガ �毎週㈫１０：３０～１１：３０ �２０人
⑤ベリーダンス �毎週㈫１１：４５～１２：４５ �１５人
⑥クイックトレーニング �毎週㈫１７：３０～１８：３０ �１５人
⑦ピラティス �毎週㈭１０：３０～１１：３０（２／２４を除く）�１５人
⑧ストレッチ＆骨盤メンテナンス �毎週㈭１２：００～１３：００（２／２４を除く）�１５人
⑨スロートレーニング �毎週㈭１４：３０～１５：００（２／２４を除く）�１５人
⑩癒しのヨガ �毎週㈭１５：３０～１６：３０（２／２４を除く）�２０人
⑪ストレッチヨガ �毎週㈮１１：００～１２：００（２／１１を除く）�２０人
⑫アロマリラックスヨガ �毎週㈮１２：２０～１３：２０（２／１１を除く）�２０人
⑬セルフコンディショニング �毎週㈮１９：００～２０：００ �１５人

２月１日～３月１５日

共通 �高校生以上 �②⑨／３００円、②⑨以外／５００円

全ての教室は日程と時間が変更になることがあります。詳しくはホーム
ページで確認するか電話で問い合わせてください。

※自然観察会（自然学習教室開催日を除く㈯㈰開催）、太陽の観察会（毎週㈯㈰、㈷）、天体観望会（当面の間、中止）について詳しくは、自然
学習館へ問い合わせてください。市内循環バス“ぐるっとくん”平方丸山公園線で｢自然学習館｣下車

【開館時間】１０：００～２１：００
【２月の休館日】毎週㈬（２／２３㈷は除く）・２４日㈭

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、入館人数や施
設内の一部を制限しています。プールの教室は、当面の間中
止します。詳しくは、電話またはホームページをご覧くださ
い。
●教室参加の人へ 教室の前後の館内利用は、入館人数を制
限しているため、利用できない場合があります。ご理解とご
協力をお願いします。

天文科学教室
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